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採用・定着率の向上と育成の高品質化 

のために出来る一歩 
 

生産性向上要件を満たす取り組みに最適なツール 

 

 

 

特養の現場スタッフと専門家が一緒に作った実践動画シリーズ 
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～１０年後も１５年後も職員が集まり地域を支え続けられるために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、2040 年には、65 歳以上の高齢者数がピークを迎えるとともに、介護と医療の複合ニーズを抱

える 85 歳以上人口が増加します。一方で、現役世代の生産年齢人口の減少も見込まれ、どのように 

高齢者を支えていくかが我々の課題になります。まずは「自法人の基盤強化」を進めましょう。 

海外人材から現場の管理者クラスも学べる 100 テーマ以上の動画が課題を克服 
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動画導入で得られる効果 
～３つに効く“人材戦略ツール”～ 

【採用率アップに効く ３つの効果】 

【定着率アップに効く ４つの効果】 

【高品質化に効く ２つの効果】 

人口減少社会における好循環のメリットが得られる 

   未経験者の不安を解消 

   教育の質を前面にアピール 

   「動画研修あり」で差別化 

    現場の不安を軽減 

    教育のばらつきを解消 

    “できる”を実感するサイクル 

    学び続けられる環境 

     属人化から脱却し標準化 

     根拠に基づく業務の実現 

教育体制の“見える化”で、応募ハードルが 

イメージしやすくなった（新人アンケートより） 

ホームページをいくつか見て「しっかり 

学べる」と思い選んだ（新人アンケートより） 

一人前となるまでのイメージができたから 

応募した（新人アンケートより） 

動画で繰り返し学べるので、現場デビューも

安心でした（新人アンケートより） 

 指導内容が統一され、教育担当者への負担

が大きく軽減された（教育担当者より） 

学び・実践・復習で自信とやる気をもって取り

組んでおり、雰囲気が変わった（施設長より） 

階層別の動画によって成長意欲の高い職員

が増えた（施設長・現場管理者より） 

なぜこのようなやり方をするのかといった不満

が無くなり気持ちよく働ける（介護職員より） 

生理学的な根拠や介護保険法の定める根拠

など学べる機会が成長に繋がっていると実感

しています（現場管理者・職員より） 

差別化による採用数増加→人材不足・人手不足の解消 

訓練機会の常設→育成の負担軽減→学ぶ意欲の向上 

人口減少社会でも生き残る 

中核的な事業者になれる 

あがるスタンダード 
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「あがるスタンダード」は、新たな介護人材を創造する取り組みや、ビジネスケアラー後に介護

離職された方々への社会復帰・参加を促進する取り組みなどにも生かされています。 

世田谷区でスタートした「ケアラー・バンドワークス・プロジェクト」を推進 

 

社会福祉連携推進法人の設立により、人材シェアリングを推進（都市部⇔中山間地） 

 

ᵫᶪ ᶇ ᶩ ᶞ 

同じツールで学び、同じ目線で、同じ考え方で実務が出来るから、異なる法人間での人材のシェアが出来る 
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～未経験者から一般職まで “正しく理解して標準化するツール”～ 

初任/一般 

 

   人手不足により教育機会が確保しにくい 

 ➡ いつでも・どこでも学習できるようになり、準備も要らず出来るようになった 

（アンケートでは管理職・一般職のほぼすべてが実感したとお答えになられました） 

 

   属人化が進み職員のスキルにバラつきが出てしまう 

 ➡ 後輩スタッフに教えていたやり方は、自分が先輩から教わった方法や、転職前に教わ

った方法で、根拠など考えず、早くできる・楽にできるということがベースだった気が

します。今さらと思って動画を見ながら、本当はそうだったのかとか、変なことを教え

てしまっていたなと気づきました。ちょっと恥ずかしかったですし、利用者さんに申し

わけなかったです。／（現場職員 12 年目の方より） 

 

   研修の外部委託はコストや時間がかかるので難しい 

 ➡ 1 日あたりコーヒー１杯以下のコストで、業務品質を一人一人が改善して徹底できま

すし、人事制度の評価基準にも出来ることを考えれば、非常に助かっています。自分

たちでもマニュアルを作れればと検討していましたが、そんな時間や労力は作れませ

んでした。虐待防止など必須の内部研修についても余計な準備が要らなくなりまし

た。／（施設長・管理職の方々より） 

 

   忙しい上司や同僚に基本的な技術や考え方を聞きづらい 

 ➡ 忙しそうな姿を見ていると、聞いたら怒られるか馬鹿にされてしまいそうで聞けま

せんでした。母国語の動画で確認出来て、イメージトレーニングして出勤したら、いつ

もより自信をもって仕事ができた。嬉しい。（現場職員：海外人材 2 年目の方より） 

 

   エルダー制度やチューター制度で教える側が疲弊している 

 ➡ 教えることが正直、時間的にも、体力的にもきつかったですし、何より、自分が根拠

をもって教えられるように育てられてきていないから、悩みながら教えていました。

ものすごくほっとしています。（チューターの方々より） 

ADL あがるスタンダードが解決した主な課題は？ 
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ADL あがるスタンダードの動画内容 

 
 

 

 

現場目線の５４テーマ全て 四言語対応で 

各自の理解度・実践度の可視化もできる 

 

 

英語 

ベトナム語 ミャンマー語 

日本語 
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番号 
ADL あがるスタンダード 

動画マニュアルタイトル 

動画のご視聴を頂いた 

介護職員さんたちの声 

1  申し送り 

現場職員任せで、だんだんと「申し送り」が形

骸化していませんか？本来の目的と基本に立

ち返り、しっかりと整えたいです。 

2  入浴介助 

入浴介助の目的から手順などについて、基本

的な内容を改めて理解しながら、現在の業務

水準と、改善すべき点を確認できました。 

3  リフト浴・機械浴 

「利用者さんの目線に合わせて考えていなか

った」と気づく方が多く、どのように支援する

べきなのかを改めて確認できました。 

4  清拭 
皮膚の弱さ、体温調節機能の低下などへの配

慮や羞恥心への配慮について、ルーチンワー

クの中で急いで済ませようとしていた、おざ

なりにしていたことを痛感。改めて留意して業

務できるようになりました。 
5  部分浴 

6  食事介助 
誤嚥性肺炎や窒息などのリスクを避けるた

め、安全な姿勢やペースに配慮することが重

要であること。また、高齢者の尊厳を尊重し、

食事を楽しんでもらうためのコミュニケーショ

ンが不可欠であることに加えて、適切な水分

管理など専門的な視点で観察していくことの

大切さを思い出させてくれました。 

7  水分補給 ・脱水予防 

8  服薬介助 

「誤薬防止」、「飲み込み確認」、「服薬後の観察

の視点」など再度徹底しないとならないこと

が周知できました。 

9  口腔ケア 

口腔ケアの手順、口腔内の観察の視点、口腔

ケアを行うときの注意点などのポイントを理

解できました。 

10  レクレーションの実施 

安全面や自尊心への配慮が不可欠とは知りな

がら、参加を強制したり、内容が高齢者を馬鹿

にしているように感じられたりするようなケ

ースもあったかもしれず、再構築したいです。 

11  おやつ介助 

おやつの目的や効果、提供時の注意点等を再

確認できました。食べやすいものを選んだつ

もりでも、喉に詰まることなどがあることに注

意しながら介助を行いたいと思いました。 

12  就寝介助 

利用者に安心・安全に眠ってもらうためのポイ

ントが理解できました。転倒や褥瘡を防ぐこと

への意識が再認識できたのは良かった。 

13  夜間巡視 

利用者さんの安眠を妨げない配慮と、異変を

早期発見するための観察力の両方が求められ

るということを伝えるきかっけが作れました。 

14  起床介助 

起床介助の手順と、利用者に 1 日を気持ちよ

く過ごしてもらうために、介護職員が配慮する

ポイントを再確認できました。 

15  着脱介助の基本 

プライバシーへの配慮、尊厳を守り、安全と安

楽を確保しながら、自立できる部分を活かす

ことが重要な専門業務という認識を共有する

ことに繋げられました。 



8 

 

16  着脱介助 前開きの上着 スピードを優先して、職員が全部やってしまう

こともありましたが、片麻痺の方の場合、服を

脱ぐときは「健側」から、着るときは「患側」か

ら通すことなど、体位など基本から思い出す

ことで、関節や筋肉への負担が少なくするだ

けでなく、利用者さんの自立支援介護に繋が

るきっかけを作れたと思います。 

17  着脱介助 かぶりの上着 

18  着脱介助 ズボン 

19  整容介助 

整容介助を安全に行うポイントについて再確

認できました。また、身だしなみを整えること

が生活意欲の向上に繋がることが理解できま

した。 

20  排泄介助 プライバシーの確保など基本的なことは当た

り前に出来ていると思いながらも、本人の羞

恥心への配慮不足、すべてを介助してしまう

過剰な手出し、オムツの取り扱いなど、実は徹

底できていない部分が色々とあったことに気

づきました。 

自立支援を行うのであれば、便の性状や量に

ついても、しっかりと観察をしなければならな

いところを、おざなりにしていた面が否めな

いとも思いました。 

21  排泄介助 便器・尿器を使用する場合 

22  排泄介助 オムツを使用する場合 

23  便や尿の量・性状の観察 

24  移乗・体位変換の目的と基本 安全確認の徹底など、普段からやっているこ

とを再確認することは、 これからの事故防止

にも役立つと思いました。 

 

車いすのブレーキかけ忘れや、介助方法の誤

りとして、腕力だけで持ち上げるような支援

方法がゼロではない実態がありましたので、

初任者からベテランさんまで、皆でもう一度

徹底しようというきっかけを作れました。 

 

職員自身も、誤った方法でのトランスは腰を

痛める原因になるだけでなく、被介護者の体

を強く引っ張ってしまうため危険であるとい

うことを認識しました。 

そして、よくズボンを引っ張るようなことがあ

ったことに気が付きました。これは、不快感を

与えるだけでなく、皮膚を傷つけたり、ズボン

が破れたりする可能性があるので今後の改善

をしようと皆で問題意識を共有できました。 

他にも、利用者さんの体を無理やり動かして

いたりするよね。とか、声かけが不足したまま

していることもあるよね。など、職員目線で作

業的に介助をしてきたことに気づかされ、今

後の改善の切り口となる機会が得られまし

た。 

 

トランス業務は、一人一人の職員が、それぞれ

の自分の経験や体格に合わせ行っている「属

25  姿勢ケア 

26  移乗・体位変換 水平移動 

27  移乗・体位変換 側臥位から仰臥位 

28  移乗・体位変換 仰臥位から側臥位 

29  移乗・体位変換 側臥位から端座位 

30  移乗・体位変換 仰臥位から端坐位 

31  移乗・体位変換 端坐位から仰臥位 

32  移乗・体位変換 端座位から立位  

33  移乗・体位変換 立位から端座位 

34  ベッドから車いすへの移乗  

35  車いすからベッドへの移乗  

36  ノーリフティングケア 

37  
スライディングボードを使用した 

ベッドから車いすへの移乗 
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38  

フレックスボードを使用した 

ベッドからティルトリクライニング型車いすへの 

移乗 

人的」な業務になっていたかもしれません。細

かく確認出来たことで、標準化に向けて取り

組めそうです。 

 

ノーリフティングケアもしっかり取り組みたい

と皆で認識を新たに共有できました。 
39  

フレックスボードを使用した 

ティルトリクライニング型車いすからベッドへの 

移乗 

40  歩行介助 
何となく先輩から見様見真似で行っていた介

助方法が、立ち位置を適切に把握しないと、転

倒リスクを高めてしまう可能性があることや、

声掛け、リスクマネジメントを考える必要性に

気づきました。 
41  車いすによる移動介助 

42  認知症の基礎知識 
良かれと思って行った対応が、かえって本人

の混乱や不安、自尊心を傷つけることにつな

がるケースも少なくありませんので、注意して

いたはずが、「○○」と言えばおとなしくなる

よ。と先輩から言われて、そのように嘘をつい

ておとなしくさせたりといった不適切なケア

があったことに気づきました。こんな基本的な

動画なんてと思っていましたが、改めていき

たい部分に気づかされました。 

43  認知症ケア 

44  人間関係トラブル対応 

45  転落・転倒事故対応 冷静な初期対応と二次被害の防止が最も重要

であるがゆえに、正規職員ばかりに責任が寄

せられていたこともあり、皆が責任から遠ざ

かるスタンスをもっていたように感じていま

した。 

バイタルは看護師の業務と決め込んでいまし

たが、皆で共有するべき情報だと、改めて意

識できました。 

動画学習をきっかけに、常勤や非常勤に関係

なく、職員皆でもう一度考えるきっかけが作

れました。事故対応・体調急変時の対応・災害

時対応など、全てについて雇用種別に関係な

く、皆で共有して取り組みたいです。 

46  体調急変時の対応 

47  バイタルサインの確認 

48  感染症対策 

49  災害時対応 

50  縟瘡の基礎知識と予防 

基礎的な知識は学習していたのですが、改め

て皆で一緒に動画を見たことから、褥瘡防止

のための加算を取ろうという話が出て、なん

だかやる気が出てきました。 

51  利用者の観察のポイント  

観察のポイントと、よくある見落としやミスに

ついて、それも介護職が見ていいんだという、

専門職への遠慮からやっていない業務があっ

たことに気づきました。 

52  コミュニケーションの基本 

尊重する態度、はっきりと丁寧な言葉遣いを

心がけることが出来ているようで、なれなれ

しかったり、赤ちゃん言葉も。是正したい。 

53  看取り介護の流れ 

関係者全員が納得のいく最期を迎えられるよ

う、事前に十分な準備と理解をしておくことが

大切だと思った。手順が知れてよかった。 

54  虐待防止 

研修は義務でやっていたものの、回数が少な

く、動画だから幾らでも研修ができるので、徹

底して何度もやりたいと思いました。 
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指導/監督 

～現場指導職が根拠を学び “正しく指導・監督するツール”～ 

 

   せっかく新人が確保できても、またイチから説明するのは大変な負担 

 ➡ ADL あがるスタンダードを活用して入職前から動画で学んでいただき、そのうえで

採用面接に足を運んでもらうようになり、これまでに採用された方と、基本的な内容

を理解してから施設に来られるのとは大違いでした。QOL 上がるスタンダードで私

たちも学びなおしたことで教えられる内容も高度になり、現場のスタッフ達も気づき

が早くなり、即戦力になるまでの時間が早くなりました。／（主任やフロアリーダーの

方々より） 

 

   新たに介護報酬の加算を取ることができない 

 ➡ 自立支援こそが介護保険の柱だと思いながら、そのために求められる医療連携や自

立に向けた環境づくりやアセスメントなどは真剣に取り組んでこなかった、というよ

り取り組もうとする風土も時間もなかったように思います。QOL 上がるスタンダード

で根拠に基づく手法や考え方がバーンと頭の中で凝り固まっていた固定観念みたい

なものを壊してくれた。それで取り組みをしなおしたら、加算は取れて当たり前にな

りました。良かったです。／（介護主任 １０年目の方より） 

 

   どの職員がどの程度理解して仕事をしているか把握できない 

 ➡ スタッフ向けの ADL あがるスタンダードには、学習状況や実践度をチェックできる

機能があるので、教える我々がそのデータを見ながら、状況を把握して支援できるよ

うになったのは大きいですね。人事評価の指標も併せて見直して、連動さえてみたい

と考えています。／（施設長・管理職・監督職の方々より） 

 

   トレーニングメニューやマニュアルを自分たちで作り上げられない 

 ➡ 理事長の関係でトライアルに参加させていただきました。正直、私たちがマニュアル

と呼んでいたものは手順書であって、スイッチや物がどこにあって、どう手続きする

かとか。考え方やテクニックはその場で見様見真似でしたので、ものすごく助かりまし

た。あとはこれに自分たちの理念を加えるだけで OK です。（施設長の方より） 

 

QOL あがるスタンダードが解決した主な課題は？ 
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QOL あがるスタンダードの動画内容 

根拠に基づく介護・自立支援介護が進む 

だから、自然と加算取得が進む  

育成担当職員の負担が減り定着が進む 

だから、職場全体が落ち着く  

 

あがるスタンダードは、複数の特養施設の介護主任たちが、現実に出来る水準で、標準化を目指すべき

内容で作成されています。だから、教科書的な理想像ではなく、出来ることだけが入っています。 

まずは、指導者から現場職員育成のための教えるポイントなどの知識を手に入れてください！ 
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番号 
QOL あがるスタンダード 

動画マニュアルタイトル 

動画のご視聴を頂いた 

介護職員さんたちの声 

1  QOL をあげるための支援とは 

高齢者の QOL は、身体面だけでなく心や社会的つ

ながりも含めた総合的な幸福だと改めて理解しまし

た。指導する立場として、QOL の向上が介護の目的

であることを職員にも伝えていかなければならない

と感じました。 

2  4 大苦痛の種類と読み取り方 

4 大苦痛の種類と読み取り方を学び、利用者の小さ

なサインにも気づけるよう意識が高まりました。QOL

を意識した支援により一層取り組んでいきたいと思

います。 

3  
生理学の基本 

～健康を支える４大ケア～ 

自立支援介護の 4 大ケアは、単なる日常ケアではな

く、利用者の生活の質を根本から支える重要な視点

だと再認識しました。特に 4 つのケアが相互に影響し

合い、連動して QOL 向上に繋がること、この 4 大ケ

アを常に意識し、連動した視点で支援していく重要性

を学びました。 

4 
生理学の基本 

～身体機能を高めるアプローチ～ 

歩行を中心とした運動の重要性がよくわかりました。

また、運動効果を最大限に引き出すには適切な栄養

摂取が不可欠であると学び、日々のケアにおける運

動と食事の連動性を意識する大切さに気づきまし

た。 

5 
生理学の基本 

～排泄へのアプローチ～ 

排泄の自立は単なる身体機能の維持だけでなく、利

用者の尊厳や自信回復にも大きな意味があると改め

て感じました。排泄の自立の意義や自力排便へのア

プローチなど、日々のケアに活かせる視点が得られま

した。本人の意欲を尊重し、寄り添った支援を心がけ

たいと思います 

6 
生理学の基本 

～姿勢へのアプローチ～ 

姿勢の悪化が ADL 低下や活動意欲の減退を招き、

QOL 全体に深刻な影響を与えることを再認識しまし

た。生活課題や身体状態に応じた姿勢の工夫や環境

調整の重要性も確認でき、職員の支援スキル向上に

活かせる内容でした。今後はチームで姿勢ケアの根拠

を共有することを意識していきたいと思います 

7 楽しみと活動 

楽しみと活動の重要性について学び、利用者の「やり

たい」という気持ちに寄り添うことが、QOL 向上につ

ながることを改めて実感しました。日々のケアにおい

て、活動の選択肢を増やし、自主性や達成感が得られ

る場づくりを意識していくことが大切だと感じまし

た。職員として、その支援をどう具現化するか、チーム

で考えていきたいです。 

8 生活環境づくり 

生活環境づくりについて学び、安心・安全だけでな

く、利用者が自分らしく過ごせる居心地のよさを大切

にする視点が重要だと感じました。環境が利用者の

行動や意欲に直結することを理解し、職員目線ではな

く、利用者目線での動線の工夫や声かけのタイミング

など、チームで環境整備の視点を共有し、より良い支

援に繋げていきたいと思います。 
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9 コミュニケーションの基本 

４大苦痛の視点に配慮したコミュニケーションの重要

性を再認識しました。利用者の痛みや不安をくみ取

り、チーム全体で共有しながら支援する大切さを実感

しました。 

組織内でのコミュニケーションをしっかりと行い、チ

ームで利用者に寄り添っていきたいと感じました。 

10 現場職員の心構え 

自分自身の姿勢や意識が利用者の QOL に大きく影

響していることを再認識しました。日々利用者一人ひ

とりと向き合う姿勢を持つことの大切さを感じまし

た。また、職員の心の余裕や安心感が、利用者へのケ

ア品質に直結することを改めて認識し、支援者自身が

健やかに働ける環境づくりの必要性を感じました。今

後は、個々の職員がセルフケアできるような声かけや

仕組みづくりを意識していきたいです。 

11 アセスメント・モニタリングの基本 

これからのアセスメントやモニタリングには、一時的

な状況把握ではなく、継続しながら変化を先読みする

姿勢が求められることを学びました。身体面だけでな

く、認知機能や心理、生活の質までを多面的に捉える

こと、医療との連携によって情報を的確に共有し、ケ

アに反映させる視点が印象的でした。アセスメントを

活かしたチームアプローチを強化し、利用者の QOL

向上に繋げていきたいと思います。 

12 

実践編 

楽しみと活動 

～いろいろな取り組みケース～ 

具体的なレクリエーションの事例を通じて、利用者の

意欲や生きがいを引き出す工夫が理解できました。

個々の興味関心に寄り添った活動の提供が QOL 向

上に直結するため、今後は定型的なレクにとどまら

ず、柔軟な発想で「その人らしさ」を引き出せる支援

をチームで考えていきたいと思います。 

13 

実践編 

場面に応じたコミュニケーション 

～レク・外出～ 

場面に応じた声かけの事例が紹介されており、利用

者の安心感や参加意欲を引き出すための言葉遣い

や、職員への指導方法などとても参考になりました。

レクや外出は交流の大切な場でもあるため、支援者

の関わり方ひとつで QOL が大きく変わることを意

識し、今後のケアに活かしていきたいと感じました。 

14 

実践編 

場面に応じたコミュニケーション 

～食事～ 

食事介助の場面での声かけや関わり方の具体例が紹

介されており、食事の時間を楽しく過ごしてもらうた

めの配慮や工夫が学べました。利用者のペースや好

みに寄り添った声かけが、安心感と意欲につながるこ

とを意識し、今後のケアに活かしていきたいと思いま

す。 

15 

実践編 

場面に応じたコミュニケーション 

～入浴～ 

利用者の緊張や不安を和らげる声かけの工夫がとて

も参考になりました。体調や心の状態に合わせた柔ら

かい言葉選びや、入浴拒否への対応など、すぐに現場

で活かせるポイントが多くありました。今後は、ただ入

浴するだけでなく、快適で心がほぐれる時間にするた

めの関わりをチームで考えていきたい。 
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１６ 

実践編 

場面に応じたコミュニケーション 

～排泄～ 

利用者の尊厳を守りながら安心感を与える声かけの

ポイントがよく整理されていて勉強になりました。排

泄に関わる場面は特にデリケートですが、丁寧な説明

や配慮ある言葉が、利用者の不安や恥ずかしさを軽

減することを改めて実感しました。 

１７ 

実践編 

場面に応じたコミュニケーション 

～認知症～ 

言葉だけでなく表情や仕草も含めた伝え方の工夫が

重要だと感じました。相手の気持ちに寄り添い、否定

せずに受け止める対応が信頼関係に繋がるという点

が特に印象的でした。今回学んだ対応のポイントを、

職場全体で共有しながら、より安心できるケアを心が

けていきたいと思います。 

１８ 

実践編 

場面に応じたコミュニケーション 

～BPSD～ 

行動や症状の背後にある“その人の思い”を理解する

視点が大切だと気づかされました。表面的な反応に

とらわれず、原因を探りながら適切な言葉や接し方を

工夫することで、安心感や落ち着きを引き出せること

がわかりました。今後は、チームで情報共有しながら

丁寧な関わりに努めたいと思います。 

１９ 

実践編 

QOL をあげるための身体機能への 

アプローチ事例 

身体機能へ働きかけた事例を通じて、適切な介入に

よって利用者が生活意欲を取り戻していったことが

わかりました。苦痛を知りアプローチすることで、自

立に向けた前向きな変化が生まれることを実感し、

日々のケアでも観察と関わりを意識していきたいと

感じました。 

２０ 

実践編 

QOL をあげるための排泄への 

アプローチ事例 

排泄の自立支援が利用者の尊厳や自信の回復に直結

することを改めて実感しました。個々の状態に応じた

支援により、徐々に前向きな姿勢が引き出されてい

く様子が印象的でした。今後も排泄をケアの中心とし

て位置づけ、本人らしい生活を支える取り組みを大切

にしたいと思います。 

２１ 

実践編 

QOL をあげるための姿勢への 

アプローチ事例 

正しい姿勢の維持が身体機能だけでなく、意欲にも

大きな影響を与えることがよくわかりました。座位や

立位の姿勢を整えるための環境調整により、利用者

が少しずつ活動範囲を広げていく様子が印象的でし

た。今後も姿勢ケアを日常支援に取り入れ、QOL 向

上に繋がる関わりを続けていきたいと思います。 

２２ 
実践編 

アセスメント・モニタリングの手法 

これまでのアセスメントやモニタリングが主観的で感

覚に頼りがちだったと気づきました。医療職と連携す

る際には客観的なデータが必要で、利用者の小さな

変化を見逃さないための視点が欠かせないと実感し

ました。他職種が必要とする視点やその情報を集める

ための観察ポイントが示されており、今後の実践に役

立てていきたい。 

２３ 

実践編 

アセスメントとモニタリングを 

活かしたケア事例 

定期的なモニタリングを通じて小さな変化を捉え、関

係者が一丸となって支援したことで、利用者の希望が

実現した事例が印象的でした。今後は、チームでの連

携とフィードバックの仕組みを強化し、より豊かな支

援につなげていきたいと感じました。 
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        ӡᵊּל ḟḱḻ  ɛ  

※ ḟḱḻᶎ ᶅ1 ∞ᶆᶍᵳ ᶇᶉᶩᶝᵸ  G

ḟḱḻ

 

ᵡᵾ  ɭ

לּ ֩  ֪
 ᴴ  ᵩᵸᵸᶠ  

 

¥9,800 

① 未経験者用

オリエンテ

ーション動

画 

 

② ADL あが

るスタンダ

ード 

Ṋ 初任者・一般職員向

け基本研修動画 

（日本語/英語/ベトナ

ム語/ミャンマー語） 

 

Ṋ 未経験者用オリエン

テーション動画（求人

に使用できます） 

介護未経験者の採用を増やし

たい施設さまには、未経験者用

のオリエンテーション動画が最

適です。 

海外人材を含めた新人の研修、

業務の属人化を防止する標準

的手法の定着と、効率化・コスト

削減を進めたい施設さまに最

適なプランです。 

 

¥29,800 

① 未経験者用

オリエンテ

ーション動

画 

 

② ADL あが

るスタンダ

ード 

 

③ QOL あが

るスタンダ

ード 

Ṋ ADL 及び QOL の

すべての動画カテゴリ

の視聴 

 

Ṋ 管理者による職員

収受度の進捗確認リ

スト 

 

Ṋ 進捗確認後のフィ

ードバック用レポート

出力（ADL あがるスタ

ンダード動画視聴者別

受講個票及び総括表

をアウトプット） 

一般職から現場の指導監督職

層までの教育を一括で行いた

い施設さまにおすすめのプラン

です。 

指導監督者層の方々には自立

支援介護に必要な科学的プロ

セスや、アセスメントの視点・モ

ニタリングの方法などを定着さ

せられます。 

 

オプションで、科学的介護演習

プログラム「気づきプランナー」

をご使用いただくことで、科学

的介護の実践度が飛躍的に高

まり、関連する加算の取得も容

易になります。 

 

動画導入費用と費用対効果１ 
あがるスタンダード 

とにかくコスト重視で効果を最大化したい 

～サブスクリプションでのご活用～ 
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          ᶿḟ᷿ḯḻ֩нᶘᶅᶍḟḱḻᶆᵳ ᵫּס ᶆᵸ  ֪

ᶿḟ᷿ḯḻ  ᴴ   

科学的介護演習プログラム

「気づきプランナー」のご利

用による現場改善 

月額 

25,000～ 

根拠に基づいた介護で利用者さんの自立支援

を生み出すための実践的演習プログラムとして

設計された「学習用アプリ」です。実務上の記録

の活用や、分析の視点が養えます。一般的に凡

そ 1 年間で基礎的な視点が養え、2 年間で習

熟します。 

 

   Ӣᵊ ɛ וֹ

 

      ᵊᶉᵻ ᵫ וֹ ᵪ§  ɛ

介護現場の教育には以下のような「見えないコスト」と「心労・ストレス」がかかっています。 

ᶍ ╔ ᶍ  ᶍ  ╗ ᵾᶩᶍ ᷈ḁḐ֩  ֪

新人研修（OJT） 月 10 時間 約 ２４０,000 円/年（時給 2,000 円想定） 

虐待防止等 義務研修 月 4 時間 約 96,000 円/年 

一般職への実践研修 月 5 時間 約 120,000 円/年 

教育資料作成・調整 月 5 時間 約 120,000 円/年 

1֩ ᵡᵾᶩ  ֪   50 6,000 ⱦ/  

 

そして、経営管理を担う次世代管理者の育成は手付かずのままのことが多く、管理者になりた

がらない職員は増えるばかり・・・経営へのダメージは数百万円にも上ります。 

多くの介護現場で OJT が業務の流れの習得だけになりがちで、本来の育成が出来ていませ

ん。あがるスタンダードは、ベテラン介護職員が育成の場面で伝えきれていなかった暗黙知を

可視化し、初任者や一般職の方々が「今さら聞けない」と感じていたことを解消することに特化

して作られています。
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   ᵊ ᶍ᷈ḁḐ וֹ  ɛ

ᵊḁḇḻḈᴻḑḟḱḻᶍ  ɛ

ᶎᴲ ᶆᶍ╔ ╗ ᵾᶩᶍ᷈ḁḐᶇᶉᶩᶝᵸᴳ ᶍ ᵿᵰ ᵧᶅ

ᵣᵬᶝᵸᶍᶆᴲ ᶎᵼᶍוֹ ᵬᵮᶉᶩᶝᵸ G

 ֩ ╗ ᵾᶩ ֪ ḁ֩ḇḻḈᴻḑḟḱḻ  ֪

現場教育担当者の負担 高い（属人化） 低減（標準化・効率化・生産性向上） 

現場研修にかかる時間 月２４時間 月２時間程度（主に管理のみに） 

一般職の離職リスク 中〜高（教育のばらつき） 低下（教育の質向上）・定着率向上 

スタンダードプラン 

年間教育コスト（概算） 
約 ５０万円/担当者 

約 12 万円/施設・法人 

＋担当者時給 5 万円程 

➡合計 17 万円程度に圧縮 

  ḁḇḻḈᴻḑḟḱḻᶍ ᶊᶧᶩᴲ 1 ᵡᵾᶩ  ⱦ∙ ᶍ ╔᷈ḁḐ

֩╔ ᵫ╗ ᶆᵡᶂᵾᶇᵶᶅᵫ֪ ᶝᶫᶝᵸ¨ ᵬ ᶇ ᷈ḁḐᶱ

ᶗ  G 

  ╢ נּ  ᶗᶍᵳ  

 

2 年間の実証実験より 

新加算Ⅰ・Ⅱにおいて

は、情報公表システム

等で職場環境等要件

の各項目ごとの具体

的な取組内容の公表

を求めることとされて

います。 

「ADL あがるスタンダ

ードの活用により、教

育コストを削減し、ご

利用者への支援時間

が増え、介護品質の向

上が得られた」という

事業所様が増えていま

す。 
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ḟəḴḧᶷḨḟḱḻᶍ  ɛ

ᶎᴲ ᶆᶍ╔ ╗ ᵾᶩᶍ᷈ḁḐᶇƎ ᶱ╔ ᵸᶪ ᶍ

᷈ḁḐᶉᶩᶝᵸ ᵴGᶨᶊᴲᴂ שּ ᴴ ⱱ ᶊ ᵥּנ ᶍ ᶊᶧᶪ ᵇᵆ

ᶍ ᶊ ᵥ ᶊᶧᶪ ᶍ ᵇᵆ ᶊ ᶄᵮ ᶍ ᶊ ᵥ

ᶍ ᶍ ᵇᶇᵣᶂᵾ ᶱוֹ ᶨᶫᶪᵲᶇᶆᴲ ᵫוֹ ᵬᵮᶉᶩᶝᵸ  G

 ֩ ╗ ᵾᶩ ֪ ḟ֩ḴḧᶷḨḟḱḻ  ֪

現場教育担当者の負担 高い（属人化） 低減（標準化・効率化・生産性向上） 

現場研修にかかる時間 月２４時間 月２時間程度（主に管理のみに） 

一般職の離職リスク 中〜高（教育のばらつき） 低下（教育の質向上）・定着率向上 

指導者育成管理者の負担 高い（属人化） 低減・根拠に基づく標準化 

指導者育成にかかる時間 年間１２０時間 年間４０時間程度（要点集中） 

指導者の離職リスク 
中～高（属人化による不安/ 

管理者になりたくない） 
低下（根拠に基づく安心） 

プレミアムプラン 

年間教育コスト（概算） 

約 ５０万円/現場担当者 

約 ４８万円/管理者 

➡合計９８万円 

約 ３６万円/施設・法人 

＋現場担当者時給 5 万円程 

＋指導者育成管理者時給 １６万円程 

➡合計５７万円程度に圧縮 

波及効果 

加算未取得 

/定着率低下 

/採用関連費用増大 

/根拠に基づかない介護 

加算取得による収益性増加 

/職員定着率向上 

/採用関連費用縮小 

/介護の質の向上 

 ╔ ᵫ╗ ᵿᵰᶇᵶᵾ╔ ᷈ḁḐᵿᵰᶆ ᵶᶅᶡᴲ ⱦ∙ ᶍ᷈ḁḐḈ

ᶻḻᶊᶉᶩᶝᵸ  G

ḟḴḧᶷḨḟḱḻᶍ ᶱ ᵬᶝᵶᵾ ᶆᶎᴲּש ᶍ ᶊ ᵰᵾ ᵫ

ᶝᶩᴲּנ ᶍ ᵫ ᵥ ᶊᶧᶪוֹ ♬ᵫᶉᵴᶫᶝᵶᵾG ᵴᶨᶊᴲ╗ ╢ᶍ ᶕ≥

ᶊꞌᵧᶨᶫᶪ ᵫ╔ᶃᵲᶇᶊᶧᶩƎ ᶊ ᵥ ᷈ḁḐᵫ ᶪᶇᵣᵥ ᶡוֹ

ᶆᵬᶝᵶᵾᴳ ᶊᵩᵰᶪ ᶆᶍ ᶆᶎ ⱦᶚ

ᶈᶍ ♬ᶇᶉᶂᶅᵣᶝᵸG  
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    ᵊ ḩḲḋḐᶍᶝᶇᶠ  ɛ

  וֹ

介護職員等処遇改善加算Ⅰ取得 

あがるスタンダードを導入することで、新処遇改善加算

の職場環境等要件のうち、生産性向上（業務改善及び働

く環境改善）のための取組が進み、生産性が向上 

教育の標準化 
担当者の力量に左右されない研修で、初任レベルから安

心してステージアップが図れます 

時間の有効活用 
現場の「空き時間」に施設のパソコンやや、手持ちのスマ

ホでも学習可能（5〜10 分動画） 

定着率向上・職員の不満低下 

不安解消により新人の離職率を低下させるだけでなく、

育成指導にあたる中堅職員や、管理職の心理的負担を

引き下げ、離職防止に役立ちます 

法人の職員募集における応募者の

イメージ向上 

教育に力を入れているという外部評価アップにつなが

り、施設独自の広報戦略のシナジーを拡大させていきま

す 

波及効果で増収増益 

動画には増収増益に関連する BPR（ビジネス・プロセ

ス・リエンジニアリング）を組み込んでいるので、学習後

に実践することで収益改善が自然に進みます 

 

  ᵊ᷊ḥᴻḐᶍᵳ∏  ɛ

¶        ᶍ ᶎᴲ ᶣ ᶊ ꞌᵶᶅ ᶊḘᴻḀḯḻᶷḋḟᵶᶃᶃᴲ

ᵾᶉḎᴻḦᶊᶃᵣᶅᶡḎḁḐᴴ וֹ ᶱ ᶌᶉᵫᶨ ᶣᵶᶅᵣᵬᶝᵸ̈ 

¶                 操作が分からない場合は、いつでもメールでお問い合わせください。 

¶    法人用へのカスタマイズのご相談もお気軽にメールでお寄せください。別途にお見

積もり差し上げます。 

 

   ᵆᵡᵫ ḁᶅḇḻḈᴻḑᶍbᵩ ᵣ ᶮᵺ 

¶ Web サイト: https://www.simwelman.com 

¶ メール: agaru-info@simwelman.com 

¶ 電話: 03-５２１１-２８５８ 
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        ӡᵊּל ḟḱḻ  ɛ

ᶆᶍ ᶷ᷀ᶻḻḐ ᶇᶉᶩᶝᵸᴳᶝᵾᴲ ᶇ ╓ᴴ ᶊᵩᵣᶅ

ᵴᶫᶪ ᶊᶎᴲ ᶍᵾᶠᶊ ᶱᵳ ᵴᵺᶅᵣᵾᵿᵬᴲᵳ ᵣ

ᵾᵿᵰᶉᵣ ᵫᵳᵵᵣᶝᵸ  G

᷿ḲᴻḂ לּ  ֩  ֪ ID ∞ ᶍᵳ  

ADL ᵡᵫᶪ 

ḁḇḻḈᴻḑ 

¥980,000  
社福業界団体

さま 10 ID 

買い取り後の動画使用期間：貴団体へのご提

供開始日より３年間となります。 

（以降の延長は１年単位となり、左列価格の２

５％引きの価格でのご継続となります） 

 

リース会社とのご契約をされる場合には、弊

社にお問い合わせください。 

 

動画アップ先：サブスクと同様に

OneStream（ワンストリーム）となります。

ワンストリームの月額利用料金は左記とは別

途に、データ規模に応じて月額 9,800～ご

負担いただく形になります。 

 

動画の使用範囲は、貴団体の中で自由にお

使いいただけますが、再販売はできません

（サブスクにして視聴料金をお取りいただく

ことや、会員サービスとして無償でアカウン

ト提供することは可能です。） 

貴団体さまの会員様は、通常のサブスク版で

の 1 アカウント費用と比べて、大変お安くご

活用いただけますので、費用対効果はますま

す上がります。 

なお、貴団体版の「あがるスタンダード」のサ

ブスク価格の設定額は、貴団体でお決め頂け

ます。 

￥9,800,000 
民間企業さま 

販促等 

１００ ID 

ADL ᵡᵫᶪ 

ḁḇḻḈᴻḑ 

Ú 

QOL ᵡᵫᶪ 

ḁḇḻḈᴻḑ 

¥1,550,000 
社福業界団体

さま１０ ID  

￥15,500,000 
民間企業さま 

販促等 

１００ ID 

動画導入費用と費用対効果  
あがるスタンダード 

自法人のブランディングや、団体サービスに 

～お買い取りでのご活用～ 

自らサブスク運営したい方へ 
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᷿ḲᴻḂ לּ  ֩  ֪ ID ∞ ᶍᵳ  

ḘᴻḀḯḻᶷḋḟ 

ꞌ 
￥ASK 

ID 数に関係

なく一律 

サブスク版と同様に、バージョンアップに

よる改編・新たな動画の追加についてご

対応致します。内容によって無償でのご

提供を行う場合もありますので、都度の

ご案内をいたします。 

ḵ᷉  

1֩ ᵡᵾᶩ  ֪
￥２,500 

ID 数に関係

なく一律 

すべての動画の導入ページに、貴団体の

ロゴを挿入できます。 

（ただし、「〇〇〇あがるスタンダード」の

名称はそのまま残りますので、貴団体専

用カスタマイズ版という形になります。 

CM  

1֩ ᵡᵾᶩ  ֪
￥1９,２５0 

ID 数に関係

なく一律 

すべての動画の中で、動画開始前、動画

終了後のどちらかにおいて、貴団体の

CM の差し込みを頂けます。 

CM は動画内で貴団体がサブスクでご視

聴いただく方々だけに限定してのご提供

となります。 

※ 通常のサブスク動画の視聴会員さま

への CM のご希望がある場合は、別

途にご協議をさせていただきます。 

 

  ᵊ᷊ḥᴻḐᶍᵳ∏  ɛ

¶        ᶍ ◖☺ᶊᶃᵣᶅᶎᴲ ᶆᵳ ꞌᵴᵺᶅᵣᵾᵿᵬᶝᵸᴳ ᵴᶝᵪᶨ

ᵳ ᶱ ᶩᶝᵶᵾ ╢ ᶊ ᶄᵣᶅ ID ᶱ ᵴᶝᶊᵳ ᵶ ᵱᶝ

ᵸ  G

¶                 貴団体会員様からの操作方法などの問い合わせもカスタマセンターでお受けいたし

ます。（メールでご転送いただきます）。 

¶    団体様用への動画内容のカスタマイズのご相談もお気軽にメールでお寄せくださ

い。別途にお見積差し上げます。 

 

   ᵆᵡᵫ ḁᶅḇḻḈᴻḑᶍbᵩ ᵣ ᶮᵺ 

¶ Web サイト: https://www.simwelman.com 

¶ メール: agaru-info@simwelman.com 

¶ 電話: 03-５２１１-２８５８ 
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人材を確保して活かすなら GO！ 

お問い合わせは agaru-info@simwelman.com まで 

制作・販売・保守 ： シムウェルマン株式会社 

東京都千代田区麹町 3-5-2BUREX 麹町９階 

代表 TEL 03-5211-2858 FAX 03-５２１１-2859 

 

mailto:agaru-info@simwelman.com

